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　5月・6月と青空の下で普通水稲の田植の光景があちこち

で見られました。

　今年も異常気象でしょうか、櫓雨に入っても雨が少ないよ

うです。農家には気になる初夏を迎えました。

　　　　　　　　しは
　　　　　　ここ暫し　相見む一事も　なかるべし
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平成4年7月号②、
つ

こ“、
つ

と報酬

参
議
院
議
員
遷
攣
の
お
知
5
せ

　　

搦
ｵ
月
二
十
六
日
（
日
）
が
投
票
日
予
定

　
今
年
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
年
で
す
。
投
票
日
は

ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
六
月
十
五
日
現
在
）
が
、
七

月
二
十
六
日
を
選
挙
投
票
日
と
想
定
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
い
つ
の
選
挙
で
も
そ
う
で
す
が
、
今
回
の
選
挙
は
私
達
に

か
わ
っ
て
国
政
を
ま
か
せ
る
人
を
選
ぶ
重
要
な
選
挙
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
有
権
者
全
員
が
深
く
認
識
し
、
ま
た

の
判
断
、
自
分
の
考
え
で
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
、

く
き
れ
い
な
選
挙
を
み
ん
な
で
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
人
名
簿

明自
る分

　
ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
そ
う
で
す
が
、
選
挙
権
が
あ
っ
て

も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は
、

①
日
本
国
民
で
あ
る
．
、

②
年
齢
が
二
十
歳
以
上
で
あ
る
。

③
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

　
れ
、
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
所

　
が
あ
る
、

こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
．
、

　
な
お
、
「
年
齢
二
十
歳
以
上
」
と
は
、

昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
七
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
と
な
り
ま
す
、

ま
た
、
「
，
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
所

が
あ
る
し
と
は
、
基
準
日
（
公
示
日

前
日
の
七
月
七
日
）
に
お
い
て
引
き

続
き
三
ヶ
月
以
上
住
所
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
転
入
者
の
登
録

　
今
年
四
月
七
日
ま
で
に
転
入
届
を

　
提
出
し
た
者

▼
転
出
者
の
登
録
抹
消

　
今
年
三
月
二
十
五
日
ま
で
に
転
出

　
し
た
者

§
ギ

　
　
と
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轡．齢昌．
O

と
こ
（

い
く
の
か

　
し
5
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値ま
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鋤
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識

＼
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い
ミ
ま
し
ょ霧

そ
の
翌
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陰
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㌣
い
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缶
店
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L
み
る
の
9
・

2

あ
そ
2
へ

い
く
の
が

一
撃

　
　
　
∀
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3

一さ；私そ
つ　　　　〔ヨ

て

か

／／

、
婁
霧

G

》

、・こ

て，
す
が」

〃

〆

6
こ
の
茜
示
が

　
生
活
に

が
が
m
る
の

　　

y
、

　
　
廻

綺

欝％ク

不
在
者
投
票
制
度
を

　
　
ご
存
じ
で
す
か

難
瓢

　
旅
行
や
病
気
な
ど
で
投
票
日
に
投

票
所
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
投
票

日
の
前
日
ま
で
に
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
不
在
者
投
票
」
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
棄
権
す
る
こ
と
な

く
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
．
、

　
不
在
者
投
票
は
、
公
示
の
日
（
七

月
八
日
）
か
ら
投
票
日
の
前
日
（
七

月
二
十
五
日
）
ま
で
、
土
曜
・
日
曜

を
問
わ
ず
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
町
選
挙
管
理
委
司

会
事
務
局
（
役
場
内
）
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
以
上
七
月
二
十
六
日
を
選
挙
投
票

日
と
想
定
し
て
、
選
挙
制
度
の
う
ち
主

な
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

選
挙
は
公
正
を
期
す
る
た
め
数
多
く

の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　
選
挙
制
度
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
町
選
挙
管
理
委

員
会
（
事
務
局
役
場
総
務
課
）
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．
、

贈らない．求めない．受けとらない

みんなで投票・きれいな選挙

一
垂

、
つ

こ“
・
つと報町（3）平成4年7月号
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芸
．
秀
｝

敬
ホ
ふ
れ
あ
い
釣
爽
会

護
る
か

家
族
そ
ろ
っ
て
で
か
け
ま
し
ょ
う
！

　
毎
年
夏
の
恒
例
と

な
っ
た
「
牧
水
ふ

れ
あ
い
釣
大
会
」
が

今
年
も
開
催
さ
れ
ま

す
。▼
日
時

　
七
月
二
十
六
日
㈲

　
蝋
8
時
～
1
0
時
3
0
分

▼
場
所

　
牧
水
公
園
坪
谷
川

　
河
川
プ
ー
ル

▼
入
場
料

無
料

▼
内
容

　
ま
す
等

　
五
、
O
C
O
匹

を
放
流

　
▼
競
技
方
法

　
　
さ
お
の
一
本

　
　
釣
り

釣
り
大
会
終
了
後
、
同
公
園
内
で
ク

イ
ズ
大
会
（
賞
品
あ
り
）
、
ま
す
・

し
じ
み
の
つ
か
み
ど
り
大
会
も
あ
わ

せ
て
行
な
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
参
議
院
議
員
の
選

挙
の
予
定
で
す
。
有
権
者
は
出
か
け
る

前
に
投
票
を
済
ま
せ
て
来
ら
れ
る
と

ま
す
ま
す
釣
れ
る
か
も
…
？

　
詳
し
く
は
町
商
工
会
青
年
部
ま
で

　
含
6
9
1
2
0
7
5

「
水
辺
に
や
す
ら
ぎ

　　

@
心
に
ゆ
と
り
」

1
1
全
国
統
一
標
語
1
1

　
七
月
は
、

す
。

「
河
川
愛
護
月
間
」
で

ぶ
鞠
．
悌

「
℃
．
・

　
　
　
　
　
♂

簸

　
川
は
、
生
活
用
水
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
恵
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

貴
重
な
私
た
ち
の
財
産
で
す
．
、

　
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
川

を
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
家
庭
か
ら

の
生
活
雑
排
水
に
よ
る
汚
染
か
ら
守

り
、
次
の
世
代
に
伝
え
る
た
め
河
川

の
美
化
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

…一一

㈲
三
郎
建
設

㎝
∵
郷
町
大
字
山
陰
隔
離
地
固

へ
　
　
容
⑲
2
1
3
6

…
　
　
　
取
締
役
　
黒
木
三
郎

｝…。�
ｵ
碧
月
二
＋
二
日
で

…
す
．

｝～
O
現
在
の
従
業
員
数
は
？

…
駐
名
（
男
＋
九
名
．
女
二
名
）

…
．
会
社
の
仕
事
の
内
琴

一一

A
儒
灘
㌔
鋤
脇

勾
欄
鵜
蝶
　
・

動
勃
◎
㊨
勤

　
○
会
社
の
特
徴
は
？
・

　
　
受
注
生
産
で
あ
る
工
事
の
質
の

一　

�
繧
�
≠
ﾟ
る
こ
と
は
、
永
久
の

τ
T
マ
で
あ
・
、
そ
の
為
の
勉
強

三
ボ
雑
鷺
．
と
必
要
で

一
若
者
、
，
馨
で
技
術
三
が

⑬

き
、
　
一
流
の
建
設
技
術
者
と
し
て

い
っ
し
ょ
に
努
力
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
〃

「

O
そ
の
他
に
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ハ

　
来
社
さ
れ
る
方
々
が
よ
く
「
こ
㎝

　
の
会
社
に
は
家
族
的
雰
囲
気
が
あ
｝

　
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
従
業
員
の
・

　
融
和
、
語
ら
い
が
最
も
大
事
だ
と
｝

す
る
伝
統
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
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す
．
、
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釣
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会
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イ
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ド

会
等
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
【

し
て
い
ま
す
。
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平成4年7月号中
・
つこ“、

つ
と報町

みなさんの生の「声」を町政に……
月　日 区名　時　聞… 場　　　　　所

7／6（月）1羽　　±反：19：30～ 羽坂生活改善センター
〃8休）迫野内；　〃 i迫　野　　内　公　民　館

〃　1（X金）旨仲　　深．　　〃 仲深地区集落センター
〃13（月〉…越　表　　　〃 越表地区生活改善センター

〃14㈹旨小野田　　〃　…小　野　田　公　民　館

〃15㈱…坪　谷　　〃　：坪谷地区多目的研修施設

〃17（斜i田　野　　　〃　　田野地区集落センター

”21㈹1福　瀬 〃　　．福　　瀬　　公　　民　　館

〃23㈱鶴野内 〃　　鶴野内コミュニティーセンター

〃28（火） 寺　迫　　”　　寺　　迫　　公　　民　　館

〃29㈱1八重原　　〃　　八　重　原　公　民　館

〃31㈹…下渡l11　　〃　　下渡　Ill集　会施　設

町政懇談会

　　日程きまる一

　本年度は町政懇談会の年です。

日頃身近な行政について、もっと知りたい、

聞きたい、言いたいこと等……お気軽にお

こしいただき、みなさんの「声」をおきか

せください。

※日程・時間・場所等に変更を生じることがあります．
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先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
十
月
］
日
開
局
予
定
の
「
オ
フ

ト
ー
ク
通
信
」
の
愛
称
を
募
集
し
て
つ

い
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
．
．

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
要
領

翁
⑳、
爾
の

　
　
　
、
、
、

▼
応
募
点
数

▼
応
募
締
切

官
製
ハ
ガ
キ
に
よ
り
、

①
愛
称
名
　
②
住
所
冊

⑨
氏
名
㊤
年
齢
鰯

⑤
撃
（
学
年
）
∴

順
で
記
入
し
、
東
郷
冊

　
　
　
　
　
　
　
ひ

町
役
場
総
務
課
情
報
N

係
ま
で
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眠

さ
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・
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
つ

特
選
一
点
賞
金
一
万
船

璽
笙
は
相
当
忽

　
　
　
　
　
　
　
ひ

の
図
書
券
）
及
び
賞
ひ
9

　
　
　
　
　
　
　
つ

状
、
但
し
、
同
じ
作
船

　
　
　
　
　
　
　
ひ

品
が
多
数
の
場
合
は
粥

抽
選
に
よ
り
決
定
し
蒔

ま
す
・
　
　
鱒

天
重
点
で
慮
臨

で
き
ま
す
。
　
　
　
　
6
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7
月
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日
㈲
　
　
鱒

当
日
消
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ひ

自
衛
隊
で
あ
な
た
の
夢
を

　　

@　

@　

@　

ﾀ
現
し
ま
し
ょ
う

一、

e
種
資
格
免
許
の
取
得

　
部
隊
勤
務
が
国
家
免
許
を
取
る
機

会
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

二
、
安
定
し
た
待
遇

　
初
任
給
一
一
四
二
、
八
C
C
円

　
（
食
事
費
、
住
居
費
、
衣
料
費
は

　
無
料
で
す
，
）

　
期
末
、
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）

　
年
三
回
合
半
盲
・
四
五
ヶ
二
分
が

　
支
給
さ
れ
ま
す
．
、

三
、
楽
し
い
生
活

　
休
日
一
年
間
＝
二
C
日
＋
ア
ル
フ

　
ァ
の
余
暇
活
動
と
充
実
し
た
生
活

　
環
境
、

四
、
大
学
の
通
信
教
育
（
二
部
制
）

　
．
「
．
↑
一

　
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
満
期
】
時
金
、
諸
手
当
等

も
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
事
務
所
へ
ど
う
ぞ
．
、

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　
年
齢
一
1
8
才
以
上
～
2
7
才
未
満

　
試
験
一
毎
週
水
曜
日

　
　
　
自
衛
隊
宮
崎
地
方
連
絡
部

　
　
　
延
岡
出
張
所

　
詳
細
は
、
日
向
市
原
町
四
（
た
ば

こ
会
館
内
）
日
向
募
集
事
務
所
へ
。

電
話
（
5
2
）
6
9
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
良

今
年
も
す
ず
ら
ん
が
届
き
ま
し
た

　
6
月
1
1
日
、
本
町
と
友
好
町
の
北

海
道
幕
別
町
よ
り
白
く
芳
し
い
鈴
蘭

が
今
年
も
贈
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

　
役
場
窓
口
に
飾
ら
れ
た
鈴
蘭
は
可

憐
な
香
り
を
た
だ
よ
わ
せ
、
来
庁
者

の
目
を
な
ご
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
鈴
蘭
は
ユ
リ
科
の
多
年
生
植
物
で

初
夏
に
花
を
開
く
、
主
に
高
冷
の
原

野
に
生
じ
る
植
物
で
す
。

騨

、
つ

こ“、
つ

と報町15｝平成4年7月号

田
原
吉
之
助
さ
ん
（
6
3
歳
）
春
の
褒
章
を
受
章

《5

ご門

1
消
防
歴
通
算
四
十
年
一

覧

　
昭
和
二
十
年
警
防
団
（
消
防
団
の

前
身
）
に
入
団
以
来
通
算
四
十
年
間
、

消
防
団
業
務
に
尽
力
さ
れ
、
特
に
昭

災勘シ露ズン蒼創客

危応

和
五
十
六
年
団
長
に
就
任
後
、
団
員

の
育
成
強
化
は
も
と
よ
り
、
地
域
住

民
に
対
し
防
火
防
災
認
識
思
想
に
努

め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
伝
達
式
は
五
月
二
十
日
東
京
の
人

事
院
ビ
ル
（
消
防
庁
）
で
行
な
わ
れ

セ
イ
子
夫
人
と
い
っ
し
、
6
に
出
席
さ

れ
ま
し
た
．
、

ヒ薮

発

き
灘

凶

日賢マ’鞠
▲6月13日に行なわれた消防団主催による祝
　賀会。町内外から約70名が出席されました

　毎年実施している、災害危険箇所の調査を、5月

28日、警察・消防署・県土木事務所等の協力を得て実

施しました。

　当日は、がけ崩れや土石流等の新たな危険箇所の調

査をはじめ、既に危険箇所に指定されている地域の点

検などをおこないました。

　これから、梅雨や台風による風水害のシーズンを迎

えます。災害はいつ襲ってくるかわかりません。皆さ

んもご家庭で、「災害時の心構え」を話し合ってみて

はいかがでしょうか。

　なお、町内の危険箇所の位置と状況を箇所ごとにま

とめた資料を各区長さんへ配布していますので、ぜひ

一度ご確認ください。

　
感
墜
磐
　
磯
農
愚
蒙
藤
零

　
心
は
形
を
求
め
、
形
は
心
を
す
す

め
る
と
言
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

　
人
は
昔
か
ら
信
仰
心
が
あ
り
、
そ

の
寄
り
ど
こ
ろ
と
し
て
神
社
仏
閣
な

ど
形
あ
る
も
の
を
求
め
て
き
ま
し
た
．
一

神
社
、
仏
閣
の
前
で
心
の
願
い
が
叶

う
よ
う
ひ
た
す
ら
お
祈
り
を
致
し
ま

す
．
．
そ
し
て
、
神
社
仏
閣
と
言
う
形

を
尊
び
信
仰
心
を
深
め
、
更
に
強
い

信
仰
心
が
よ
び
起
こ
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
り
ま
す
．
、
こ
の
こ
と
と
同
じ
よ

う
に
交
通
事
故
防
止
を
真
剣
に
考
え

つ
め
て
い
け
ば
、
人
の
心
の
問
題
と

言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
に

法
に
よ
っ
て
規
制
や
取
り
締
ま
り
を

し
て
も
、
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
心

が
な
け
れ
ば
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
安
全
運
転
の
心
を
常
に
換
気
す
る

形
づ
く
り
の
方
法
と
し
て
二
つ
あ
り

ま
す
。
　
一
つ
は
交
通
安
全
功
労
者
表

彰
で
す
。
受
章
者
は
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割

を
自
覚
す
る
か
ら
で
す
。
も
う
一
つ

は
、
運
転
中
事
故
】
歩
手
前
で
ヒ
ヤ

リ
、
ハ
ツ
ノ
．
と
し
た
瞬
間
で
あ
り
ま

す
。
カ
ー
ブ
で
思
わ
ず
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
中
央
線
に
は
み
出
し
た
り
、
一

瞬
の
居
眠
り
で
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
！
と

す
る
こ
と
等
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

も
し
対
向
車
が
来
た
ら
…
と
、
思
う

と
冷
汗
が
流
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
．
、

こ
う
し
た
時
自
分
の
運
転
技
術
の
程

度
や
、
安
全
に
対
す
る
認
識
の
不
足

を
通
感
ず
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
は
危

険
と
い
う
形
を
体
験
し
た
こ
と
で
あ

り
、
同
時
に
自
分
の
安
全
運
転
に
対

す
る
貴
重
な
反
省
の
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
運

転
す
る
人
に
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
五
月
末
現
在
、
人
身
事
故
の
な
い

町
は
東
郷
町
の
み
で
す
。
心
の
電
波

で
』
父
通
安
全
」
を
よ
び
交
わ
し
、

こ
の
記
録
を
無
限
に
伸
ば
し
て
い
き

ま
し
よ
う
。

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
（
五
月
末
累
計
）

計：簸．編凹田…　村…村1村1村…村1町町：市　　　1　…

13・
c111211…2…・：16…110i獲．人

41・；
E…
@1112．響1量

159・：1211・1813曙：故

・912・l1714218：511・1612勲

死
者

全
国
　
四
、
三
六
九
人

県
内
　
　
　
四
八
人
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町
立
病
院

　
東
郷
町
国
民
健
康
保
険
病
院
の

医
師
二
名
の
定
期
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。　
前
院
長
の
阿
久
根
先
生
は
、
県
立

宮
崎
病
院
整
形
外
科
に
、
窪
田
先
生

は
、
椎
葉
村
国
民
健
康
保
険
病
院

に
そ
れ
ぞ
れ
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
し
く
赴
任
さ
れ
た
二
名

の
先
生
を
”
自
己
紹
介
”
で
紹
介
い

た
し
ま
す
。顧
轡
宮田隆光先生

　
こ
の
度
、
西
米
良
村
立
病
院
よ
り

赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
内
科
担

当
の
宮
田
隆
光
で
す
。
こ
れ
ま
で
県

立
宮
崎
病
院
、
延
岡
病
院
、
自
治
医

科
大
学
（
母
校
）
等
で
研
修
を
し
て
き

ま
し
た
．
．
県
内
は
各
地
を
回
り
ま
し

た
が
、
入
団
地
区
は
今
回
が
初
め
て

で
す
。
あ
の
牧
水
が
愛
し
、
歌
に
詠

ん
だ
曲
豆
か
な
自
然
を
満
喫
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
．
、

　
東
郷
町
民
憲
章
の
】
つ
に
”
健
康

で
ね
ば
り
強
く
働
き
ま
し
，
6
う
”
と

あ
り
ま
す
が
、
何
を
す
る
に
も
ま
さ

　
　
臼
旨
－

樹
医
β

eしく
健
康
が
］
番
大
事
で
す
。

　
健
康
は
自
分
自
身
で
守
る
も
の
で
、

そ
の
為
に
も
早
期
発
見
、
早
期
治
療

の
た
め
、
各
種
検
診
を
積
極
的
に
受

け
ま
し
ょ
う
。
検
診
で
異
常
を
指
摘

さ
れ
た
ら
早
目
に
精
密
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　
私
は
内
科
の
中
で
も
消
化
器
内
科

を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
消
化
器
内

科
と
い
う
の
は
、
ご
存
じ
の
と
お
り

胃
・
腸
・
肝
臓
・
胆
の
う
・
す
い
臓

な
ど
の
消
化
器
の
病
気
を
あ
つ
か
う

科
で
す
。
町
立
病
院
に
は
電
子
内
視

鏡
や
超
音
波
の
設
備
が
あ
る
の
で
、

十
分
活
用
し
て
皆
様
の
健
康
維
持
に

役
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

9
罵

の
異
動

山田強一先生

　
こ
の
度
、
県
立
宮
崎
病
院
よ
り
赴

任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
外
科
担
当

の
山
田
強
一
で
す
。
出
身
は
宮
崎
市

青
島
で
、
子
供
の
頃
か
ら
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ

ニ
ス
、
剣
道
、
水
泳
と
い
ろ
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
に
首
を
突
っ
込
ん
で
ま
し
て
、

最
近
よ
う
や
く
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
好
き

な
こ
と
も
あ
り
、
専
門
は
整
形
外
科

で
す
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
り
過
ぎ

て
い
る
た
め
か
私
自
身
“
ギ
ッ
ク
リ

腰
”
を
三
度
も
や
っ
て
お
り
、
腰
の

痛
み
に
関
し
て
は
ひ
と
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
、
皆
さ
ん
も
、
仕
事
や
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
で
、
首
、
肩
、
腰
、
膝
な

ど
、
ど
こ
か
し
ら
痛
み
を
持
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
仕
事
の
た

め
と
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、
気

軽
に
ご
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
考
え
、
治
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
戸
．　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

師だより

谷
6

　本年度の東郷町のくらしのアドバイザーとして、次の3名

の方が委嘱されました。消費生活に関する疑問、問題等が生じ

た場合はお気軽にお問い合わせ、ご相談ください。

！
．
●
’

　
　
’
も

医　　
　
　
今
月
は
、
歯
科
医
院

　
　
　
　
を
訪
れ
た
人
が
ど
ん
な

科　　
　
　
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

歯
野
暮
㍑

　
　
　
　
か
し
、
生
ま
れ
た
ば
か

　
　
　
　
り
の
赤
ん
坊
と
八
十
歳
の
老
人

　
　
　
　
を
一
緒
に
説
明
す
る
の
は
難
し

∠
耗
聡欝
い
の
で
、
年
齢
順
に
ま
ず
赤
ち

　
　
　
　
ゃ
ん
か
ら
、
そ
れ
も
生
ま
れ
る

　
　
　
前
の
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思

　
　
　
　
い
ま
す
．
、

　
　
　
妊
娠
中
に
、
親
知
ら
ず
が
痛
く
な

　
　
っ
て
受
診
さ
れ
る
方
や
、
歯
の
痛
み

　
　
や
歯
肉
（
歯
ぐ
き
）
を
腫
ら
し
て
来

　
　
ら
れ
る
方
が
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

　
　
す
．
．
こ
れ
は
、
妊
娠
初
期
に
、
つ
わ

　
　
り
の
た
め
に
歯
磨
き
が
お
ろ
そ
か
に

　
泥

、、

G
や

5
佐藤大和さん

　（鶴野内）

松岡史巳さん

　（坪谷）

塩月英子さん

　（福瀬）

　
凶
，
“
，
．
輻
，
翼
，
、
ド
，
腰
，
臼
．
μ
闘
ド
，
H
，
、
図
，
詞
，
．
図
μ
、
、
闘
図
．
凶
門
、
、
、
．
凶
遼

馨
鑑
繕
グ
夢
疋
墾

　
で
、
急
を
要
す
る
治
療
で
な
け
れ
ば
、
　

　
中
期
ま
で
待
つ
の
が
好
ま
し
い
と
い
　

　
え
ま
す
・
　
　
　
　
　
　

　
　
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
は
、
妊
娠
七
週
頃
　

　
か
ら
で
き
始
め
て
い
ま
す
の
で
、
妊
　

　
娠
中
の
母
親
は
十
分
な
栄
養
を
と
り
、
｝

　
規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
ほ
し
い
も
…
㎝

　
の
で
す
。
こ
の
こ
と
が
丈
夫
な
歯
を
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
持
っ
た
子
ど
も
に
す
る
第
】
歩
な
の
＝

　
で
す
・
　
　
　
　
　
　

．
、
．
同
」
一
健
．
ド
．
儲
．
ド
」
ド
．
ド
E
ド
H
」
ド
．
ド
‘
r
．
H
“
ー
ー
．
凶
一
」

・
つこ“、

つ
と報町の平成4年7月号

．　トビ竃りリス　1欝

＜第46回宮崎県民体育大会

　5月23日、24日の両日、県総合運動公園を中

心に開催されました。本町より東臼杵郡代表と

して10競技34名が出場しました。

　上位入賞者は次のとおりです。

O水泳競技（背泳）

　　2位　高木恵子

。陸上競技（砲丸投げ）

　　3位　田辺英雄

　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

預
膨

・．

ｦ

　
　
M
G
ジ
ャ
ズ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
～
公
開
録
音
～

　
6
月
7
日
㈲
、
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
落

成
記
念
と
し
て
、
　
”
M
G
ジ
ャ
ズ
ラ
ン
ド
”

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
お
と
ず
れ
た
聴
衆
約
3
5
0

名
は
地
方
で
は
め
つ
た
に
聴
く
こ
と
の
で
き

な
い
ジ
ャ
ズ
の
魅
力
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し

た
。

b

　▼小型ポンプ操法が
　　　　　　変わりました

　5月26日、県消防学校で行なわれた操

法指導員科研修に、本町から8月2日の

日向支部操法大会に出場する第4部（羽

坂）と第10部（田野）が参加しました。

　本年は小型ポンプ操法要領が一部変更

になったこともあり、県内から参加した

約100名が熱心に受講しました。

聾

1｛響i罵



平成4年7月号麟、
つ

こ“
・
つ町報と

表
紙
へ
牧
水
0
－
7
3
・
の
解
説

　
明
治
三
十
五
年
（
延
岡
中
学
三
年

生
・
十
七
歳
）
、
牧
水
は
級
友
等
と

曙
会
を
起
し
て
回
覧
雑
誌
「
曙
」
を

発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て

こ
の
雑
誌
は
中
学
卒
業
の
頃
ま
で
継

続
さ
れ
た
。

　
「
こ
こ
暫
し
」
の
歌
は
明
治
三
十

六
年
五
月
号
の
「
曙
」
に
発
表
し
て

お
り
、
「
春
の
行
く
へ
」
と
題
し
て

四
十
二
首
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
牧
水
は
こ
の
年
、
三
月
の
学
年
試

験
を
終
え
て
坪
谷
に
帰
省
し
、
四
月

渡
　
邊
　
邦
　
彦

五
日
、
家
を
出
て
耳
川
を
下
っ
て
美

々
津
で
泊
り
、
翌
日
は
都
農
の
河
野

方
（
長
姉
ス
エ
の
嫁
ぎ
先
き
）
を
訪

ね
、
七
日
延
岡
に
出
て
い
る
。

　
お
そ
ら
く
、
こ
の
歌
は
そ
の
頃
、

詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
こ
の
春
休
み
中
の
四
月
一

日
に
は
、
別
に
「
野
虹
」
第
一
号
も

発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
会
貝
十
一
名

の
中
に
小
野
葉
桜
（
西
郷
村
出
身
）

の
名
も
出
て
い
る
。

メ
ジ
ロ
捕
獲

　　

@　

@　

鮪
i
が

　
メ
ジ
ロ
の
不
法
捕
獲
・
飼
養
が
な

い
よ
う
、
み
ん
な
で
メ
ジ
ロ
を
保
護

し
、
美
し
い
鳴
き
声
が
た
え
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
．
．

　
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
・
飼
養
に
は
、
次

の
よ
う
な
内
容
に
よ
り
行
う
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
、

o
捕
獲
で
き
る
期
間

　
毎
年
七
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月

　
三
十
一
日
ま
で

・
飼
養
に
は

必
要
で
す

　
こ
れ
に
は
県
（
東
臼
杵
農
林
振
興

　
局
）
の
許
可
が
必
要

。
飼
養
で
き
る
羽
数

　
原
則
と
し
て
一
世
帯
に
つ
き
一
羽

　
こ
れ
に
は
町
の
許
可
が
必
要

　
手
数
料
　
一
一
千
六
百
円

　
な
お
、
不
明
な
点
、
メ
ジ
ロ
捕
獲

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣

保
護
員
ま
た
は
、
林
政
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳥
獣
保
護
員

黒
木
睦
実
（
寺
迫
）
＠
1
8
0
9

松
掛
芳
郎
（
坪
谷
〉
⑲
7
7
4
0

－
ぎ
・
∫

欝
轡鎌妻磁

　
　
　
　
　
．
r
’
亭
訊

毎年7月は「社会を明るくする運動」の月間です。
最近の少年非行の発生状況
を見ますと、窃盗事件や覚せ
い剤、シンナーなどの薬物濫
用事犯が多発しており、中に
は強盗・殺人といった凶悪事
件も跡を絶たない状況です。

　これらに対処するため、家
庭・学校はもちろん、職場や
地域が一体となって、犯罪を
誘発しない社会づくり活動を
展開する必要があります。少

’

。石 黶X御メ〃

　　・り

’Lジ

囎　　＾

㌔

年の非行防止と更正の援助を図り、犯罪のない明るい
社会を築きましょう。“社会を明るくする運動蟻
広報映画「風の見た少年」が7月13日（目〉午後5時～

6時、テレビ宮崎（UMK）で放映されます。

つ
・
つ町報と廟平成4年7月号

蒸
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白
鳥
権
現
（
福
瀬
神
社
）
棟
札

　
夫
八
権
現
霊
現
也
天
下
泰
平

上
棟
奉
権
現
一
字
御
要
主
藤
原
祐
尭
祐
長

　
現
保
百
年
・
齢
巻
田
寛
正
二
年

利
国
大
明
神
（
山
陰
神
社
）
棟
札

　
寿
命
長
遠
弓
箭
勝
利

上
棟
奉
利
国
大
明
神
宝
殿
一
字
領
主
天
氏
朝
臣

　
五
穀
成
就
子
孫
繁
昌
天
文
七
年
　
　
弘
告

坪
谷
神
社
棟
札

　
天
爵
末
孫
宮
守
寺
原
新
五
兵
衛
繁
次

奉
寒
ユ
天
神
宮
池
田
喜
八
郎
御
代
官
所
日
向
国

　
社
人
日
高
主
人
享
保
九
年
四
月

　
こ
れ
は
、
各
神
社
棟
札
の
一
部
を

示
し
た
も
の
で
す
。

　
白
鳥
権
現
（
現
在
の
福
瀬
神
社
）

棟
札
は
、
権
現
様
の
宮
を
新
し
く
建

て
る
為
に
伊
東
祐
箋
が
宮
を
建
て
奉

納
し
た
棟
札
で
す
。
祐
尭
は
当
時
日

向
国
随
一
の
武
将
で
日
向
国
守
護
職

の
地
位
に
あ
っ
て
、
日
向
北
部
全
地

域
は
そ
の
輩
下
に
あ
っ
た
。
藤
原
祐

箋
と
あ
る
が
伊
東
が
本
姓
で
、
祐
長

は
子
の
名
で
す
。
こ
の
棟
札
は
五
百

三
十
年
前
の
棟
札
で
町
内
最
古
の
も

の
で
す
．
．

　
利
国
神
社
（
現
在
の
山
陰
神
社
）

棟
札
は
、
利
国
大
明
神
様
の
神
宝
殿

を
新
し
く
建
て
た
時
、
山
陰
城
主
天

氏
弘
吉
（
米
良
弘
吉
）
が
建
設
し
て

奉
じ
た
棟
札
で
す
。
天
氏
米
良
氏
の

別
称
で
す
。
四
百
五
干
余
年
の
棟

札
で
山
陰
神
社
最
古
で
す
．
、

　
坪
谷
神
社
棟
札
は
、
天
神
宮
を
初

め
て
建
て
た
時
、
天
領
地
曲
豆
後
日
田

役
所
日
向
国
富
高
代
官
池
田
喜
八
郎

が
建
設
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

重
氏
末
孫
宮
守
寺
原
新
五
兵
衛
繁
次

の
名
が
あ
る
が
、
天
氏
末
孫
と
は
、

坪
谷
城
主
で
あ
っ
た
米
良
氏
の
子
孫

で
、
天
神
宮
の
宮
守
を
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。

　
坪
谷
は
天
領
で
あ
っ
た
の
で
、
何

事
も
富
高
代
官
所
の
指
図
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
神

社
の
事
に
つ
い
て
は
代
官
所
は
協
力

レ
山
陰
神
社

＜
鬼
瀬
神
社

し
て
い
た
様
で
す
。
社
人
日
高
と
あ

る
が
、
こ
の
時
代
よ
り
日
高
家
は
宮

司
職
を
代
々
引
継
ぎ
現
在
に
至
っ
て

い
る
こ
と
は
、
他
に
余
り
例
の
無
い

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
以
上
三
社
の
最
も
古
い
棟
札
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
数
は
山
陰
神

杜
に
三
十
枚
、
福
瀬
神
社
二
十
三
枚
、

坪
谷
神
社
三
十
七
枚
、
そ
れ
ぞ
れ
の

神
社
が
、
神
社
の
宝
物
と
し
て
大
切

に
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
棟
札
の
中
に
は
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
ニ
　
　
ゴ

の
再
建
、
修
理
、
鳥
居
建
設
、
御
輿

奉
納
、
御
鏡
奉
納
等
の
棟
札
が
あ
り
、

こ
れ
に
関
係
し
た
人
の
名
前
と
年
月

日
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
領
主
、
山

陰
城
主
、
代
官
名
、
延
岡
藩
内
藤
家

．
名
、
大
宮
司
、
宮
司
、
大
庄
屋
、
庄

　
　
　
へ
　
ざ
　
マ

屋
、
虫
魚
（
区
長
）
、
世
話
人
、
建
築

し
た
大
工
、
．
小
工
、
鍛
治
人
と
言
っ

た
方
々
の
氏
名
が
皆
書
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
．
。

　
以
上
三
社
の
棟
札
調
査
は
県
史
編

さ
ん
室
に
依
頼
し
、
調
査
終
了
後
は

調
査
記
録
、
写
真
、
棟
札
写
し
書
等

を
編
集
し
、
と
て
も
て
い
ね
い
に
製

本
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
記

録
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
に
お
い
て

あ
り
ま
す
の
で
、
研
究
等
で
必
要
な

方
は
そ
れ
ぞ
れ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
東
郷
町
文
化
協
会
長
　
都
甲
鶴
男

　
　
　
　
く
坪
谷
神
社

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

山
茶
花
の
小
枝
に
下
が
る
蓑
虫
の

　
寒
々
と
し
て
風
に
吹
か
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

さ
み
し
げ
な
幽
し
て
ご
ざ
る

　
こ
の
滝
の
観
音
像
は
人
の
詣
ぜ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

川
面
よ
り
湧
き
た
ち
の
ぼ
り
白
妙
に

　
冠
岳
が
霧
に
つ
つ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

う
ぐ
い
す
の
声
を
き
き
つ
つ
竹
切
れ

　
ば
藪
を
残
せ
と
言
ふ
が
に
き
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
滉

牧
水
の
齢
を
超
ゆ
る
歌
詠
み
の

　
本
多
茂
雄
の
「
朝
霧
」
ふ
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

海
原
の
太
陽
ま
ぶ
し
く
照
り
返
す

　
緑
の
草
に
白
球
見
つ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
国
作

朝
あ
け
の
露
お
く
庭
に
咲
き
揃
ふ

　
三
つ
葉
つ
つ
じ
を
仰
ぐ
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

日
向
へ
と
移
り
て
花
木
植
え
て
よ
り

　
四
季
に
花
咲
く
裏
庭
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

は
る
か
な
る
祖
母
山
見
ゆ
る
六
峰
の

　
峠
で
食
べ
し
団
子
忘
れ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

久
々
に
城
山
登
る
坂
道
に

　
息
吐
き
な
が
ら
年
を
知
ら
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

朝
霧
は
流
れ
て
や
ま
ず
冠
岳
の

　
遠
山
桜
白
く
か
す
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
秀

真
清
水
の
沁
み
出
る
辺
り
試
作
せ
し

　
わ
さ
び
の
酒
盛
を
沢
蟹
の
這
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
絹
子

難
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回
回

回
誕

　
　
　
　
　
　
．
厄

圃
蒙
、

ぺ

身
体
障
害
者
更
生
・

授
産
訓
練
生
募
集

　
宮
崎
県
身
体
障
害
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、
肢
体
不
自
由
者
更
生

施
設
及
び
身
体
障
害
者
授
産
施
設
の

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
．
．

　
詳
し
く
は
福
祉
生
活
課
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

話のこ相談もお受けします

∋85－28－1199（直通）

1：月曜から金曜午前9時半～12時

　午後1時～4時40分（祝祭日を除く

の相談員が親身になってこ椙談腕じ8

士椙談8：苗月第3木醒日午後i時～

協会

1請求相談センター
新館5階官崎講査事務所内50985－24－71

故
談

本
動
囎

日
自
鵬

温社
宮
官

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
に
関
す

る
相
談
を
行
政
相
談
員
が
受
け
付
け

ま
す
．
、

▽
日
時
　
7
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
2
階
会
議
室

　
　
　
　
　
　
ハ
ー
ト

あ
な
た
の
真
心
を

　
待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す

　
七
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運

動
」
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
献
血
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か

ら
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
に
輸
血

を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
た
め
、
機

会
あ
る
ご
と
に
献
血
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
．
．胃
集
団
検
診
を

　
　
　
受
け
ま
し
よ
う

“
診

，

　
田
目
三
等
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し

た
、
胃
の
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
お
近
く
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
、
▽
対
象
者

　
満
4
0
歳
以
ヒ
（
た
だ
し
、
希
望
者

　
は
4
0
歳
未
満
で
も
受
け
ら
れ
ま
す

　
が
、
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

▽
料
金

　
一
、
四
C
（
一
）
円
（
7
0
歳
以
上
・
非
課

　
税
世
帯
・
生
保
世
帯
は
無
料
）

▽
検
診
日
・
場
所

　
7
月
1
日
困
　
小
野
田
公
民
館

　
7
月
3
日
爾
　
昼
鳶
公
民
館

　
7
月
6
日
㈲
　
農
協
寺
上
支
所

　
※
集
合
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
七

　
時
二
十
分
で
す
。

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
二
期

国
民
健
康
保
険
税
三
期

ハ
カ
リ
の
検
査
は

　
お
す
み
で
す
か
？

　
今
年
も
県
の
定
期
検
査
が
は
じ
ま

り
ま
す
．
．
ハ
カ
リ
を
商
取
引
き
や
身

体
検
査
等
の
証
明
行
為
に
使
用
す
る

方
は
、
も
れ
な
く
検
査
を
受
け
ま
し

よ
う
。

▽
定
期
検
査
（
有
料
）

　
日
時
　
7
月
1
6
日
㈹
9
時
～
1
4
時

　
場
所
　
東
郷
町
役
場
玄
関
前

つifAA

窒

定期検査は

　ハカリの
健康診断です

ハ
カ
リ
の
苦
情
、
相
談
は

宮
崎
県
計
量
検
定
所
へ
ど
う
ぞ
！

8
0
9
8
5
（
5
8
）
2
9
2
9

民
生
委
員
の
変
更

　
こ
れ
ま
で
福
瀬
区
の
中
ノ
原
・
出

口
地
区
を
担
当
さ
れ
て
い
た
酒
井
曲
豆

子
さ
ん
が
、
家
庭
の
都
合
に
よ
り
、

五
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
当
分
の

間
、
海
野
五
三
さ
ん
が
同
地
区
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
海
野
五
三
さ
ん
（
福
島
、
下
村
）

　
　
容
⑳
1
2
9
7
7

⑪
即
智
自
掴
圏

▽
日
時
　
7
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館善
急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
福
二
の
塩
月
秀
幸
さ
ん
か
ら

　
（
テ
イ
さ
ん
・
膝
隠
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
黒
田
重
行
さ
ん
か
ら

　
（
ユ
ク
さ
ん
・
7
5
歳
ご
逝
去
）

◎
田
野
の
黒
田
幸
作
さ
ん
か
ら

　
（
ツ
ル
エ
さ
ん
・
8
8
歳
ご
逝
去
）

◎
上
表
の
田
中
守
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
ツ
ヨ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
逝
去
）

◎
越
表
の
海
野
勤
さ
ん
か
ら

　
（
秋
由
さ
ん
・
8
1
歳
ご
逝
去
）

韓　…

ﾘ
一
計
　
㎝
鷲
難
灘

　
　
（
五
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名

黒
木

画

新
名
龍
華

海
野

涜

父
の
名

訓
直
　
義

隆
　
範

住
　
所

小
野
田

福
　
瀬

坪
　
谷

結
婚
お
幸
せ
に

1 i

（　（一一原書植橋 岩高 福町 氏

田1田口 本橋 島藤
寿寿…ゆ哲1舗

陽栄
我 ：か i美 名

子人の朗i子和 子次
1

1

日
向

鶴旧野向
越1福北
P　浦
町寺
�c

住

市 内市 表i瀬町 市迫 所

海

野

秋

由

黒

田

ツ

ル

エ

8188

歳1歳

黒1

田氏

ユ1

ｼ

ク

75i年

1歳1齢

　1　［
越i田仲

表野旨深

注

所

死

亡

具
福
を

祈
り

ま
す

表
紙
（
写
真
）
の
紹
介

　
五
月
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
例
年

に
な
く
晴
天
日
が
つ
づ
き
、
ま
さ
し

く
初
夏
を
思
わ
せ
る
六
月
初
旬
、
福

瀬
の
出
口
地
区
に
あ
る
田
邊
英
雄
さ

ん
方
の
田
ん
ぼ
で
は
、
田
邊
さ
ん
一

家
に
加
え
近
所
の
奥
さ
ん
た
ち
の

応
援
を
受
け
て
、
広
い
田
ん
ぼ
に
手

ぎ
わ
よ
く
植
え
着
け
を
し
て
い
ま
し

た
。

一


	あなたの一票が国を動かします－参議院議員選挙のおしらせ

	牧水ふれあい釣大会

	家族そろってでかけましょう
	まちの企業－(有)三郎建設

	みなさんの生の「声」を町政に－町政懇談会日程きまる

	今年もすずらんが届きました
	田原吉之助さん（63歳）春の褒章を受章－消防歴通算四十年

	災害シーズンを前に－危険箇所の調査・点検を実施

	交通事故防止は心の問題

	６月１日町立病院医師の異動
	くらしのアドバイザー

	第46回宮崎県民体育大会
	MGジャズランド－公開録音

	小型ポンプ操法が変わりました

	青年団バレーボール大会


